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1932 1933 1934 1935 
銀行および信託会社 、851(51.8) 843 (35.4) 1，057 (37.5) 210 (19.6) 
休業中の銀行への貸出
開業中白銀行への貸出
579 (24.3) 383 (13.6) 107 (10.0) 
優出先お株よび主担優保先ポと未す購入る貸 264 (11.1) 674 (23.9) 103 ( 9.6) 
農業金融機関(1) 42 ( 2.5) 298 (12.5) 265 ( 9.4) 。(00) 
その他金融機関(副 251 (15.3) 169 ( 7.1) 103 ( 3.7) 35 ( 3.2) 
鉄 ]草 28全(17.3) 110 ( 4.6) 53 ( 1.9) 40 ( 3.7) 
産 業 企 業 日(0.0) 7 ( 0.2) 37 ( 3.4) 
自力弁済計嗣 16 ( 1.0) 48 ( 2.0) 68 ( 2.4) 60 ( 5.6) 
排水・堤防・濯瓶区 2 ( 0.1) 10 ( 0.4) 38 ( 3.5) 
災 害 敦 済 o ( 0.0) 1 ( 0.1) 
そ 白 他(3) 81 ( 5.0) 3口6(12.9) 266 ( 9.4) 288 (26.9) 
政府機関へり資金割当 118 ( 7.2) 600 (25.8) 991 (35.1) 360 (33.7) 











(出所) 'J野英祐「両大戦聞におけるアメリカの藍卦担金融構関J9ト 9頁内 および Statistical
ニュ ディール期にお町る政府金融機関の活動 (141) 141 
資金割当(1932，-..，]939年単位百万ドル〉
1936~~9~ 
9 1 3z: tI， !i& [ iI&i1f !i&[ 支払額返済額 残 局
2，960 (37.4) 342 (13.4) 3，303 (31.6) 2，642 (30.8) 660 (35.2) 
995 ( 9.5) 945 (11.0) 50 ( 2.6) 
1，919 (24.3) 214 ( 8.4) 
1，138 (10.9) 1，067 (12.4) 71 ( 3.8) 
1，041 (13.2) 129 ( 5.0) 1，170 (11.2) 630 ( 7.3) 540 (28.8) 
604 ( 7.6) 845 (33.0) 1，450 (1.39) 1，445( 16.8) 5く0.2)
557 ( 7.0) 180 ( 7.0) 737 (7.0) 547 (6.4) 190 (10.1) 
487 ( 6.2) 178 ( 7.0) 665 ( 6.4) 216 (2.5) 449 (23.9) 
42 ( 0.5) 174 ( 6.8) 216 ( 2.1) 82 ( 1.0) 135 ( 7.2) 
191 ( 2.4) 217 ( 8.5) 408 ( 3.9) 322 ( 3.8) 86 ( 4.6) 
50 ( 0.6) 39 ( 1.5) 89 ( 0.8) 5 .(0.1) 84 ( 4.5) 
1 ( 0.0) 11 ( 0.4) 12 ( 0.0) 10 ( 0.1) 2 ( Q.l) 
948 (11.9) 163 ( 6.4) 1，106 (10.6) 838 ( 9.8) 268 (14.3) 
2，069 (26.2) 405 (15.9) 2，474 (23.7) 2，474 (28.8) o ( 0.0) 









Abstract of the Uni白dStates. 1940. p， 285 
142 (142) 第 113巻第1号












の有力な銀行家J. H ・ジョ-0/ズは，その著書に“FiftyBiUion Dollars~' 
という標題を与え r不況をやっつけるJ第 I部と「軍備の充実と戦争」の第











2) J. H. Jones. Fifty B却削L DoZla町 My Thirteen Y.印rswith the RFC (1932，...." 
1945)， 1951， p.231 
3) Ibid.， p.263 























4) A. M. Sch1esinger， The ComuぜザtheNew Deal， 1959，中屋建一監訳「戸品 ディ
ルの宜場J3[iO頁。
5) ジョー ソズは， 1939年目議会への報告で， RFCの各種田融費の採算について説明し，最桂に.
財務省そ¢他にきちんと利子を支払い，生体で損失は 1%以内で，それは積立てた2億ドルの準
備金で十分カパー できると述べ， rRFC<v業務を遂行する上で大統領ι議会に対する責任を果
している」と結んでいる. (“Seven Year-Report， Reconstruction Finance _ Corporation." 
Aρ'tendix to the Congress回 nalRecord， 1939. p. 1631) 
6) Schlesinger，前掲訳書， 350頁。
144 (144) 第 113巻第l号























運転資金 7件 10，900，000 
建設資金 7件 49，741，925 
鉄道証券の購入 6件 140，514，300 
管財人と受託者への貸付 25，197，180 
(出所) H Spero， RFC Loans to the Rail 











8) H. Spero， Reconstruction Finance Co増。悶tionLoans芯othe Railroads. 1939， p.'-142. 
9) Jon田 ，ot. cit.， p. 111 














を動員することである」山として，まず，全国信用会社 (National Credit Corpora. 







年10月から1932年 1月までに， 575行に対して 1億 5，500万ドルを貸付けたもの
の，銀行破産自方は一層全国的に広がり，大規模化していったのであった。
フ ヴr の1931年10月の声明には「支に必要とするならば， WFCと性質
並に目的を同じふし，信用維持の為めの一切の妥当なる要求に対して充分なる
10) 金融研究会「アメリカ復興金融会社の機能概要J1936， 8貰ヨ
146 (l~6) 第 113巻第1号
























12) P. Studenski田 dH. E. Kross， Fl間四日'alHisto門 0/the U山'tedSUlles. 1952， p.372 
13) M. Friedman阻 dA. J. Schwartz， A Monetary Hl叫 oryof the United States (1867 
-1960)， 1963， p. 331 
14) SchJesinger，前掲訳書:， 346頁.
15) 向上，出6頁J













第I 半期 886 156 164 63 
E 3，207 459 307 199 
m 2，366 198 284 92 
N 1，421 85 356 134 
1933年四半期第I 1，651 279 3，846 3，471 
「この 3竿聞に 5，000 出所〉平田喜彦「アメリカの銀行恐慌1929r"V19田J1969， 42頁.
以上の銀行が破産した事実を眼のあたりにみてきたアメりカ国民は粒々辛苦じ
てつくった貯金の残りまで，最後の爆発で吹っとんでしまうまで，じっと待っ















17) Jones， op白 cit.，ν'1'.57-63 
18) Ibid.， p. 54. 































































A. J. Schwart7.， A 
Monetatッ History




する伝統的反播」から. FD 1 Cが非加盟銀行の国家的な統制者の地位につく












22) Friedman， op. cit.， p.440 
23) Ib以.p. 441 
24) Ibid.， p. 436 
25) W. E. Leuchtenberg， Franklin D. Rιosevelt and the New Deal. 1932-1'942，陸井
三郎駅「ロ ズグェルトJ34頁B























26) Jones. 0φ cit.， pp. 20-21 
27) Friedman， O~ρ cit. ， p. 425 
28) Leuchtenberg，前掲訳書， 35頁.
29) Jones，噌 cit.，p. 21 
30) r管財人とほぼ同額であるが，公衆にとってあまわ耳ざわりでないJ(Jonl田 ，op. cit.， p.21) 
31) 5，h1田Isger，前掲訳書， 347頁。
32) Jones，.oρ cit.， p.27. 
33) Schl田 lnger，前掲訳書， 348頁包
























貸 付 投 資
行数 7，373行| 山行。












下げられ，ついに 1936年には 3%とされ， しかも 2.5%の利子の政府証券を銀
行にもたせることによってほとんど負担のないものにされた冊。
銀行その他の金融機関に対する融資及び投資は，融資に対しては「十分な担
34) Jones， op. cit.， p.35. 
35) Ib，瓦， pp. 25-26 
36) L出しhLtnberg，前掲訳書.57頁-
37) SchJ世田ger，前掲訳書， 351頁。
3S) Jones. upιτ't.， pp. 3G-37 






















5名による IndustrjalAdvisory Co皿 mitteeが指名され， この委員会が融資
の申込を受け推薦状を付して連邦準備銀行に送られるし〈みになっていた冊。
ζの委員会が実際上の期Ij機関であったの貸付の利子率は各地区の状況に町、じ
39) D. R. Ful1er， Goτernment Financing of Private Enter.戸ise，1948， p.85なお， ζれは
連邦準備法13条b項に基〈貸付である。
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第7表連邦準備制度D事業貸付
認可された申込 年末残高(千ドル)
数 量 |平均量 貸付|重量協調障行分担l言十
1(9632抱4月)
4，386 984 49ヰ，63ド4ル 千5F0ル 13，589 8，225 1，296 23，110 
35 3，051 1，009 74，859 74 32，493 27，649 8，778 68，920 
36 810 287 15，336 53 25，526 20，959 7，208 53，693 
37 287 126 11，158 89 20，216 12，780 7，238 40，234 
38 584 247 24，026 97 17，345 14，161 1.2，722 44，228 
39 300 128 13，209 103 13，683 9，220 10，981 33，884 
山 r2，781 1 肌 2221




規 模 JIj 
数 % 干トツレ % 
事2，500以下 221 9，2 354 0.2 
2，501~ 5，0口。 343 14.3 1，449 1.0 
5，001"'-' 10，000 ao5 13.9 2，900 1.9 
1O，001~ 25，000 526 21.8 10，325 6.8 
25，001~ 50，000 418 17.4 17，口60 11.3 
50，001~100，OOO 285 11.8 22，970 15.2 
100，001~200，000 144 6.0 22，802 15.1 
200，001~400，0口口 94 3.9 28，日59 18.6 
400ρ01以上 40 1.7 45，063 29.9 
(山所) Fuller， Qt. cit.， p. 87 
第9表認可された貸付の種類別比較 (1.934.6. 19'"'-'1910.5.30) 
件 数 額 〈千ドル 平均(千円レ〉
直 接 貸 付 1，299 53，906 41 
即時協調貸付 472 41，601 88 
事後協調貸付 1，140 96，701 日5
言十 2.911 192，206 66 













粗 収 入一町ー・・……..................................... ・ 6，817，773.77
損失と経費
行政費…・.................. 3，605，259.35 
得られた資産の維持費 u ・ ・ ・ ・ 36，629.84 
損 失・…・ー ・ 416，444.75 
予備費ー.......ーー .ー.319，308.39 
損失 D積立 .ー........2，041，528.70 6，419，171.03 
398，602.74 






RFCの貸付は，ー率6%の利子率 (1935年から 5%， 1939年からは 4%)で貸
40) 19甜年のニ r ーヨ グ 2こフィーラデルフイアでの数字 (Fll町 Ibid，p. 88) 
41) -lbid.， p. 88 
42) これはRFC法5尭b項ピ茎〈。
43) Fuller. op. cit.， pp. 93-94 
'.14) Ihid. p. 113 


































????2，4571 33，0231 56 












四 1，6381 72，7821 2，7211 29，0961 104，明日高1 117，8日
三tT両三98函一司ラ喧下リ5雨戸示戸司三百
(UI所) Fuller， ot. cit.， p. 99 より。
第12表 RFCの貸出規模別融資額及び融資件数
(1932.2. "-'1941. 6. ) 
数
(千 P'/!-) I j- p' )レ % 件数| % 
5以下 8，477 1.8 3，656 37.7 
5~ 10 12，356 2.7 1，537 15.8 
25 33，268 7.2 1，853 19.1 
50 42，633 9.3 1，087 11.2 
100 61，716 13.4 789 8.1 
200 
500 















45) L. H. Kimmel， The A1'白血buityof sank Credit 1933-1938， 1日')!:l.p. 122 
156 (156) 第113巻第1号
第13表 RFCり協調融資白内訳
(1934.6. "-'1911. 12.) 
I 1捌 6~1937， 12 I 1938~1941 1934， 6~1941 
貸出件数 395 1，891 2，286 
即時協調融資 269 371 640 
事後協調融資 126 1，520 1，646 
貸出総額 27，503，900 148，107，100 175，611，000 
1!1J時協調融資 17，550，100 17，999，600 35，549，700 
事後協調融資 9，953，800 130，107，500 140，061，300 
RFC分担・保障額 19，783，100 98，110，400 117，893，500 
即時協調融資 12，576，100 12，672，100 25，248，200 
事後協調融資 7，207，000 85，438，300 92，645，300 
平均貸出額 69，630 78，322 76，82日
即時協調融資 65，242 48，516 55，546 
事後協調融資 78，998 85，597 85，092 












46) J'町 les，0.少 cit.P. 191 
47) Ibid" p， 183 
48). Fuller.。ρ cit:.p. 102 
金9) R. J. Sau1nier. H. G. Halcrow， N. H. Jacoby. Fe止ralLending and Loan Insurance， 
1958， p. 439. 
第14表認可された協調融資の銀行規模別構成
(1942~1947) 
D l 1 | 協訓融資 銀規模行の頂金町 I銀全呆行険 I銀協 行澗 I 協 訓 融 資銀る都行市所り規在模す 銀全保行険 銀協 調行 件 数| 額 IRFC分
件数|街 IRFC分
人 千ドル
2，500以下 53.1 17.1 8.0 2.2 23 250 以 F 0.7 
~ 5，口00 13.0 8.1 5.1 1.5 1.5 ~ 500 4.9 0.7 0.2 。 O 
'" 10，000 10.7 11.4 7.1 2.4 2.4 : ('v 1，000 Hi.6 3.2 1.3 0.1 0.1 
rv 25，000 9.1 16.7 11.8 7.7 7.6 2，000 26.1 8.3 4.0 0.9 0.9 
('v 50，000 4.1 9.9 8.2 6.0 6.1 5，000 28.6 19.7 12.0 4.0 4.1 
，-，100，000 2.8 9.:1 100 12..1 12.7 r-J 10.000 11.7 21.5 14.4 7.1 7.0 
~5日0，日目。 4.2 17.5 33.7 52.0 52.1 rv 25，C口0 6.6 19.7 19.6 10.8 11.1 
500，0日日以上 3.0 9.5 10.9 15.8 15.3 f"V 50，000 2.2 9.8 10.6 10.9 11.3 
利 JI]不可 (0.5) (0.2) ( .0) ( .0) ....10，口D 1.2 7.0 12.5 14.8 14.7 
1日0，00日以よ 1.4 10.1 25.3 51.3 50.8 
100.0 1口).0 100.0 100.0 100.0 ~-[ 100.0 010.0 100.0 100.0 100.0 
(出所) Saulmer，吋伺1.， o.ρ cit.， p.4'剖





























(千ドル〕 業銀行|生保 IRFC盟邦準 |生保 IRFC障邦準界
10 未満 9.0 53.5 37.4 
100 27.1 38.3 51.0 1.8 0.8 
500 33.0 7.2 9.9 12.0 
~ 1，口00 12.7 11.1 12.3 1.8 
~ 5，口00 16.1 49.7 29.0 
0.4 
""10，000 1.6 14.7 0.1 15.5 22.3 
10.000以上 0.5 13.4 8.6 46.1 
計 1日日日 100.0 1D0.0 100.0 100.0 1D0.0 
(出所) Jacoby and Saulnier， Te門nLending to B削 iness，1942， P"154 
50) Kimmel， op. cit.， p.118 
51) Fuller， 0ρcit. p. 109 






エュー ティー ル期における政府金融機関の活動 (159) l59 
第16表中・長期貸付り貸出額件数・貸出額四借手資産規模別構成
一産[ 貸出件数 1ド貸
〈千ドル)商業銀行|生保 IRFC IIJ'~準桶 業銀行1生保 IRFC濃邦準書
7.4 .0 
10 5.6 。
20 1) 11.8 9.3 0.4 
0.7 
日 50 I 14.8 0.5 
~ 100 12.9 11.6 1.2 1.5 
250 12.9 2.5 6.7 
日 500 5.6 17.5 3.7 2.0 8.4 
，.. 1，000 12.9 9.7 12.5 9.7 
~ 5，000 20.5 5.5 111 7 14.6 9.9 1.2 20.6 49.1 
....10，000 8.3 6.0 7.2 1.9 
3.9 23.9 
，.50，∞口 15.8 38.3 22.3 25.4 13.0 
，.100，口0 5.5 9.2 13.2 11.1 
100，000以上 12.0 38.7 40.0 58.5 
不明 ( 3.1) ( 2.3) ( 1.9) ( 3.3) ( 1.9) (11.9) 
計 I 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 10目。 100.0 100.0 







































54) Saulnier， et.， aL.0;ρ CU.， P‘153. 
































56) Ibid.. Pp. 176戸 177，192-193. 
57) Saulnier， etλal.， op. cit.， pp. 286-287. 
58) Ibid.， 即.299-300 




1933 142 142 
34 2，366 2，366 30 
35 2，903 2，897 o 6 308 
36 2，807 2，765 5 36 701 
37 2，474 2，398 9 68 1，020 
38 2，314 2，168 12 80 54 1，511 










54%を受理した冊。 これを借入者の竿収から見れば，その58%は 600~1，800 ド
ノレの層であり， 600ドノレ以下は13%弱であった冊。 抵当から見ても， 87%はセ



































62) Ibid.， p. 302. 
63) 1bi正， pp. 297-299 
164 (164) 第 113巻第1号
まとめ
財政投融資論の展開にあたって，これまで「休制維持的J i社会政策的」ま
たは「周辺部分」という漠然とした名称で呼ばれている領域への政府金融機関
、の投融資活動の拡大(この変化は「量的補完」から「質的補完」へ由形態変化と呼ば
れる〕をどのように評価するかという点は十分解明されておらず， またケイ γ
ズニハ Yセ Yらの総需要の観点からする公共投資論を評価する上でも一つの重
要な論点であった。
KFCを中心とするニューディーノレ期の政府金融機関の活動とその領域主検
討Lたいま，一応つぎ町ようにまとめることができょう。
第 1に，政府金融機関が設立され， それが独立採算的に運用されることは，
そり活動にとって「融資対象の選別」が決定的な重要性をもつことを意味L，
これらの機関が融資対象の選別にますます関与するようになり，いわば銀行制
度の中で，銀行業務を集積・集中してゆくことであるn
第 2に.'1::の点をふまえて，信用基盤の拡充が，この「独立採算的運用にか
なう対象」の選別を通じて準備されることによって，他方でますます集積・集
中される民間資本と容易に結合L-.金融資本の重要な利潤源泉として維持・拡
大されるということである。
第3に，政府金融機関と大資本とのこうした結合は，一方では選別にとり残
された部分をスクラップ化し，他方では金融機関の内部でも，土地抵当信用を
中心に，ますます大銀行への融資機会の集中がすすめられることである。
以上の点は，財政投融資論が i周辺」部分に対する財政投融資の拡大を，
間接的に独占と結びつけるという従来の限界から，一歩諭をすすめる上で，重
要であろう。
